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人脳の皐管は神経解書i領域の関心事の一つであ予， 古くは麟表面の主動訴の経
過，偏差および分布領域の薪究に始まり， 最近では静章氏微小血管， さらに脳組
織内の毛細血管鰐についても暁らかにされるようになった。 しかし， 先人のこれ
までの研究成果は関連の諾領域，すなわち神経生理，薬理， 病理， レントゲン，
神経内科および外科方面の要求に応じうるほど詳細かっ正確なものとはいい難く，
脳解部学者は関連の諸領域から一つの負債を荷せられていたのであるが， 本著に
よ予始めて弁済しえたと思う。
本著は Besancon大学医学部解剖学教室の Duvernoy教授によるもので，脳
幹の主動原から小動原， 脳幹の諾核および藷神経路を養う毛細血管網， さら;こ小
静脈から静脈に至るまでが， 一連として余すことなく詳緯かっ正確に写真とその
理解を助けるための図によって示されている。同教授の脳血管に対する関心は 
1958年の下重体血管の研究記始まヲ，以後今日まで約 20年間捲むことなく，この
間数々の立派な業譲が島げちれた。
本著に用いられた材料は死後12尋問以内の150の入腿である。諮の血管を示すた
め，太い血管からゲラチンを加えた墨汁が注入されているが， 車管、注入法の困難
性を知る入は，本著ゎ写真から推測して， その標本のすばらしさに感嘆し，さら
に深い感動さえ覚える。 これらの標本は脳の表面から， さらに顕微鏡下で次々と
深部に向って解罰され，そのつど譲影される。描組織内の血管は 5mm厚の連続
前額，矢状および水平断切片がスパノレテホノレツ誌で透明化し， 外表から出入する
血管と関係づけられながら微小血管に至るまで、追求されている。毛細血管網と諾
核および神経路との関採は，上記の悪い切片から300μ訟の連続切片， さらに 15 
μmのパラフィン切片とし， これちにボディアン染色を施して確認されている。
以上の標本に基づいて撮られた写真は， 表面の動， 静脈および毛紹血管縞の 2部
にまとめてある。 そのうちの表面の動，静)lIRについては， 全体像および部分的拡
大橡が 16枚の写真に整理きれているので十分理解できるが，さらにこれを助ける
ために脳幹の各部位 (3図λ その吾部位に至る各種の動，静脈をそれぞれ色足立し 
(2図λ また延髄かち中脳に至る各高さの前額新富において深部の動， 静脈の経
過およびその分布域が示す 30設の美麗な線菌が描かれている。次の毛細血管講築
については，前額断 (72密)，矢状断 (12圏〉および、部分的拡大写真が示され，脳
幹の諸核および神経路と毛細血管網との関係が誌とんど完全に， また整然と写真
で示され， さらに撮影部位を示すための線酉も付け加えられている。特に驚嘆す
ることは写真と習の費の良さである。 また簡潔で、}まあるが英文の説明もある。
以上の如く内頚動)lIRおよび椎骨動慌に始まり，次いで脳底動脈，各種の辻、動)lIR，
さらに脳組織内で分枝しながら核および神経路を養う毛緯血管鰐とな孔 /j、静脈
および大静脈に移っていく撲が余すことなく写真と図で示され， 神経解部領域の
みならず関連の諸領域から出された諸要求を広く満たすものとして諦れにみる名
著である。(大谷克己〉
〔千葉医学 54，202，1978J 
